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1，は じめに

　景観などに使われ てい る色彩の 研究は、色彩の 現象的側面を扱
っ た研究は少ない。本稿は、都市景観を形成する建築の フ ァ サ

ー

ド、建築群にお ける生 じる色彩現象を視覚的様相として とらえる。

Imatizl）は、様相を分類 し考察 して い る。 奥 2）は 、 様相を用 い て

都市景観の 事例分析をし、様相 の体系化を試み た。亀谷
3）は，

様相概念の 有効性と都市訃画、建築計画的手法 として の あり方を

論 じた 。 本稿では、積雪寒冷地 の 都市景観の 大 きな特徴で あ る、
「雪 」 と 「光」 の 関係性につ い て 変化と事例を把握する こ とを 目

的 とする。
2 調査方法

　瀞 像 建築 と して、旧道 庁赤 レ ンガ、札幌時計台、札幌駅南

口広場、札幌市資料館を，対象地域として 、札幌市大通 公園、す

すきの 地 区、ノ亅・樽市運 河地 区、旧手宮線 地区 を，都市に組 み込ま

れ たイベ ン トとして、†［幌雪まつ り、ノ亅樽雪あか りの路を挙げる。

　調査 方法 と して変化する視覚鹹 象を と らえ、観察、記録す る

た め、デジタル ビデオカ メ ラ、デジ タル カ メ ラを用い て イ ン タバ

ー
ル 撮影、通常撮影ともに行 っ た。撮影につ い て は、日の 入 り前

か ら 日の入 り後明度が安定するまで行っ た。調査期間と して au）4

年 11月一am 年 3月、am 年 2 月に行っ た。

　撮影 した ビデオ ・画像データを もとに、調査 データシ
ートに様

相の種類だ けでな く、変化の 様子、当H観察で 気づい た点などを

書き出し、現れた様柑を調査夾橡 建築、周囲健物各々 で分類 し抽

出 してい く。 観察分類され たデータの 裏付けを行 う手段 と して、

明度解析を行う。

3．調査結果

31 明度比較分析

　建築物にお い ては、全 体的な 明度につ い て は 札幌駅南口が一一ts

図 1明度と様相 （旧道庁赤レン ガ ：夜）

高い が、対象物本体にっ い て は 、時計台の ライ トア ッ プが
一
番高

い。周囲建物 よ り対象物本体の 明度が低い の iま赤 レ ン ガで あ る。

イベ ン トにおい て は 4鱒運河、手宮線に比べ 、すすきの 、大通

公園は対象本体の ライ トア ッ プ の ため明度の 差が非常に大きい。

周囲建物につ い て は、すすきの が一
番 明るい

。

一
方、大通会場 に

おい て は、地面の 明度が、周囲の ライ トア ップが 積雪部分に反射

して い る ため他会場に 比 べ 高い （図 1）。
3．2 雷と光の分析

　各調 査地に調 査 したデータを も とに景の 分類整理 を行 い、考察

を示 す （図 2）e

1）札幌時言怡

　a
−1 時 計台 にお い ては、以 下 の よ うな 6 種 類 の 特徴的な 「景」

が抽出された。Et
−1は、屋根部分に 積雪が み られ、時計台全体に

fi帯、广1沢の 様相が見 られ る。屋根の 積雪 に よ り、屋根部分の 実

体性が減少して い る。a
−4　5 ライ トア ッ プ時に はフ ァサードと同

系色の 照 明によ り時計台は実体性が 強調され、白帯が強調され る。
しか し、ライ トア ッ プ消灯時は、道路の 街灯の オ レン ジ系の 照明

がフ ァ サ
ー

ドに あた るこ とに よ り、表面色の 様相 と面色の 様相が

見 られ るが、白帯などの 様相は見えな くな る。

2》札幌駅南口

　b−1，bO におい て 地と図の 関係に はな っ てい な レ  AIPAドーム

部分にお い て臥 自帯、面色 金 属色 な ど昼夜同様の の 様相が抽

出されて い る。b6 の 写真は、札幌駅南 口か ら空に向かっ てサ
ー

チ ライ トを当て た時の もの で あるが、 簾 寒冷地 特有の 冬の 雪雲

などに よ り光が遮られ、そ して、周囲が明るい た め効果が 十分に

得られなか っ た例で ある。br3の よ うに降暑時には地面は 濡れ色、

鏡映色の 様相が現れ る。AECAドーム は夜間 になる と内部か らの 照

明に よ り ドーム 全 体の 構造 の 実体性が弾調 され る。

の IB道庁赤 レンガ

　赤 レ ン ガの 場合は 照射 できない 部分が あるため 、 夜間は実体性

を強調で きて い ない た め、c，一・1， 〔渦 の よ うに路面が街灯に よ り面

色 が、フ ァ サードは 照明にに よ り面色 が 主 をしめ る。tf の 左 建

物の 部分に は、赤れん が の オ レン ジ系 の 照明 が当 たっ て い るた め、

右の 建物 は フ ァ サード面は暗さの 様 相が窓部分以 外に は 占めて い

るが、左 の 建物は 襾色の 様相が 占めて い る とい う状態に なっ て い

る。

動札幌市資料館

　面 ，d−6 で は 屋根部分の積雪の 有無 で の 差を見 る こ とが で き る。

屋根部分が 積雪状態で ある と、屋根の 実体性 が増 し表面色、面色、

表面補色の 様相が　　るようになる。照肘され るフ　サードが増
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すとい うこ とが 特徴で ある。資料館の 場合、大通公園の 端に立地

してい るため、周囲建物の 影響は少ない
。 視覚的に時計台と同様

にフ ァ サ’ ドの 前 にお い て車 の ライ トによる動的な様相の 変北 は

見られる。

5》大通公圜

　様 々 な照明機器が設置 されて い た。 降雪時におい てのライト

アッ プの現象の ひとつ として、チ ン ダル現象のような状態が確

認され 廴 光の 強 さに もよ るが、ed の よ うにあ る
一

定の 距離離

れ る と、光の 直進 性が な くな り広 がっ て い く。全 体的 には、光の

部分は 白帯、透明面色 で ある。動的な様相の 変化と して とらえる

こ とが で きる。 また、それ と同時に表 ed にお い ては、手前の 照

明の 光に よ り、後方 の 周 囲建物 の 実 体性 が減少 して い る。

  すすきの

　氷像設置 に よる周 囲建物へ の 棣相の影響は少 な く、影 響は道路

面に現 れて い る 。 道 路面に積雪はな い の で、飼 略 通 して 濡れ色、

暗さを もつ 様相、そ して 面色が 見 られ る。氷像自身は、面色、透

明面 色、白帯を基本 と した様相の 構成を持っ て い る。そ の た め、

f−2 では、周 囲建物、街 灯 の 照明 と氷像の 様相が重な り合い 、様

相面にお いて は、三 っ の 様相の 重な り合い だけで あるの が特微で

ある。広告塔の 照明は、それぞれ動的な様相を持っ てい るが、閃

光の 様相として とらえられるこ ともで きる。

D 小樽運河

　倉庫群側で は、景の 構成が大きく倉庫群 ・運河 ・周囲建物とい

う三 つ に分類で きる。倉庫群側にお い て は、g
−1，g・2 の よ うに倉

庫群にお いて は、積雪 に よるフ ァ サード上 下の fi帯 、 フ ァ サード

面の 実体性を強調する様相、ライ トア ッ プ による表面色の 様相が、

運河に は、浮き玉 キャ ン ドル に よる、煌光の様相と、全体的に暗

さをもっ 様相、街灯 やライ トア ッ プの映 り込 み による明 るさ ・輝

きの 様相 と白帯、周囲建 物部分には、面色、表面色、ア イス キャ

ン ドル による煌光、街灯 ・ライ トア ッ プによる明る さ・輝きの 様

相が抽出できる 。

  旧手宮線

　光を構成 して い るものは ろうそ くの 光の みで ある。 積雪部分の

白帯、面色、ア イ ス キャ ン ドル に よる煌光の 様相、影の 様相が 積

雪部分全体に 見られるように なる。周囲建物も面 色、表面 色とし

て とらえ られ る よ うになる 。 特徴的な現象として、i−6 が あ る。

雪で形成された トンネル 内部の 左右にア イス キャ ン ドル を設置し

てい る もので あるが、左右の アイス キャ ン ドル ぽ煌光、面色の 様

相と して捉 え られ 、 トン ネル の 壁 面の フ ァ サードには面色 な どの

他、濡れ色な ど実体性を強調する様相が抽出される。
6 まとめ

1）積雪寒冷地 の 冬季都市景観 は 「雪」 の 諸現象 （積雪
・降雪）

に大 き く支配 され た景観構成 となっ て い る。

Pt積雪状態で あ る と、そ の 空間に どん なに 明度が低くて も光が

存在した ら、図 と地 の 関係は崩 れ る。

鋤降雪時、吹 雷の よ うな状態 にな る と、視界が遮 ら洳都市空 間、
建 物の 存在をあい まい に する。

4 降雪 時の ライ トア ッ プは、チ ン ダノレ現象の よ うな状態に な り、

本来要求 され る照明計画に沿わない 状態にな る

励札幌市中心 部の よ うな都市に は 、多くの 光が存在す る。そ の

ため、夜間におい て、冬季間には頻繁に雪雲が存在するの で ある

が、都市の光がそ の雲 に乱反射し、また積雪部分の 明る さも伴っ

て全 体的に明るい 夜景を構成するよ うになる。その 時の 空の 状態

は、夏季の夜間の 明度より明るい。
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